


統
治
さ
れ
て
以
来
、
急
速
に
大
都
市
と
し
て
発
展

し
ま
し
た
。
14
世
紀
に
は
ル
ド
ル
フ
4
世
に
よ
っ

て
聖
堂
や
ウ
ィ
ー
ン
大
学
が
創
設
さ
れ
ま
す
。
こ

の
頃
ペ
ス
ト
の
大
流
行
で
発
展
は
一
時
停
滞
し
た

も
の
の
、
15
世
紀
半
ば
に
は
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
が

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
皇
帝
を
世
襲
す
る
よ
う
に
な

り
、
ウ
ィ
ー
ン
は
そ
の
中
心
都
市
と
な
り
ま
し
た
。

帝
都
ウ
ィ
ー
ン
に
は
皇
帝
の
近
く
に
い
よ
う
と
貴

族
が
集
ま
り
、
皇
帝
に
自
ら
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
方

法
と
し
て
宮
廷
楽
団
を
つ
く
る
な
ど
、
芸
術
に
力

を
入
れ
て
、
そ
の
華
や
か
さ
を
競
い
あ
っ
た
と
い

い
ま
す
。
17
世
紀
末
に
は
シ
ェ
ー
ン
ブ
ル
ン
宮
殿

が
築
か
れ
、
宮
殿
の
中
で
オ
ペ
ラ
も
上
演
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
経
済
的
繁
栄
に
よ
っ
て
力
を
つ
け
た
市
民

階
級
も
音
楽
に
対
す
る
関
心
を
強
め
、
貴
族
の
よ

う
に
音
楽
に
触
れ
た
い
、
と
い
う
人
々
が
増
え
て

き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ウ
ィ
ー
ン
の
吸
引
力
が
、

各
地
か
ら
音
楽
家
を
集
め
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
1
7
8
1
年
、

生
ま
れ
故
郷
の
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
を
離
れ
、
ウ
ィ
ー

ン
を
定
住
の
地
に
決
め
ま
し
た
。
音
楽
の
教
授
も

務
め
、
生
徒
に
は
貴
族
も
市
民
も
い
た
と
い
い
ま

す
。
ま
た
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
ド
イ
ツ
か
ら

や
っ
て
き
て
ウ
ィ
ー
ン
で
名
を
あ
げ
ま
し
た
。
多

く
の
音
楽
家
が
ウ
ィ
ー
ン
に
暮
ら
し
、
18
世
紀
後

半
に
は
「
ウ
ィ
ー
ン
古
典
派
」
の
作
曲
家
が
多
く

の
名
作
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

　

ウ
ィ
ー
ン
と
い
え
ば
「
音
楽
の
都
」
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
で
は
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
に
よ
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ウ
ィ
ー
ン
は
、
13
世
紀
に
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
に

ウィーンが
聴こえる

特集

宮廷での華やかな舞踏会の様子。この伝統は今もウィーンに残る。
©Österreich Werbung / Gerhard Trumler

1873年のウィーン。

右ページ上／ウィーンの中心部。©Österreich Werbung / Hans Wiesenhofer
下／ウィーン楽友協会のニューイヤー・コンサート。©WienTourismus / Lois Lammerhuber

この秋もまたサントリーホールにウィー
ン・フィルハーモニー管弦楽団がやって
きます。今年はオーストリアと日本の友好
150周年。両国は明治2年からすでに友
好関係にありました。
そしてサントリーホールとウィーン楽友協
会（ムジークフェライン）、ウィーン・フィ
ルハーモニー管弦楽団も、長い間音楽の
強い絆を結んでいます。
音楽の都ウィーンの魅力と、知られざる
日本との深い関係をご紹介します。

ウ
ィ
ー
ン
は
い
か
に

〝
音
楽
の
都
〞
に
な
っ
た
の
か
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ウ
ィ
ー
ン
で
は
貴
族
の
み
な
ら
ず
市
民
に
も
家

族
で
室
内
楽
を
楽
し
ん
だ
り
、
音
楽
を
鑑
賞
す
る

習
慣
が
広
ま
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
つ
れ
て
、
市
民
の
た
め
に
楽
器
を
つ
く

る
職
人
も
増
え
、
ウ
ィ
ー
ン
製
の
ピ
ア
ノ
は
人
気

の
ブ
ラ
ン
ド
に
。ま
た
、楽
譜
出
版
会
社
も
登
場
し
、

楽
譜
の
印
刷
が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。
ウ
ィ
ー
ン

は
名
実
と
も
に
「
音
楽
の
都
」
に
な
っ
て
ゆ
き
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
19
世
紀
半
ば
に
は
、
ウ
ィ
ー
ン
市
を
囲

ん
で
い
た
壁
が
取
り
払
わ
れ
、
5
・
３
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
に
お
よ
ぶ
環
状
道
路
「
リ
ン
グ
シ
ュ
ト
ラ
ー

　

ウ
ィ
ー
ン
の
人
々
に
と
っ
て
音
楽
は
身
近
な
存

在
。
少
し
敷
居
が
高
い
も
の
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と

も
多
い
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
も
、
ウ
ィ
ー
ン
で
は
自

然
に
暮
ら
し
に
溶
け
込
ん
で
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌
劇
場
で
は
オ
ペ

ラ
の
シ
ー
ズ
ン
中
（
4
、
5
、
6
月
と
9
月
）、

劇
場
の
外
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
上
演
中
の
オ
ペ
ラ
を

映
し
出
し
て
い
ま
す
。
ス
ク
リ
ー
ン
前
の
広
場
に

は
、
会
社
帰
り
や
買
い
物
帰
り
の
人
が
し
ば
し
見

入
っ
て
い
る
姿
も
。
買
い
物
か
ご
を
提
げ
た
ま
ま

見
て
い
た
老
婦
人
は
「
私
は
い
つ
も
通
り
が
か
り

に
こ
こ
で
オ
ペ
ラ
を
見
て
る
の
よ
」。

　

絢
爛
豪
華
な
内
装
と
音
響
の
す
ば
ら
し
さ
か
ら

大
ホ
ー
ル
は
「
黄
金
の
ホ
ー
ル
」
と
よ
ば
れ
ま
す
。

元
旦
に
は
世
界
中
に
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
・
コ
ン
サ
ー

ト
が
テ
レ
ビ
中
継
さ
れ
る
の
で
そ
の
華
や
か
な
姿

を
目
に
し
た
人
も
多
い
の
で
は
。
ウ
ィ
ー
ン
・

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
を
は
じ
め
、

ウ
ィ
ー
ン
交
響
楽
団
な
ど
ウ
ィ
ー
ン
の
主
た
る

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
名
演
の
舞
台
で
す
。
ド
イ
ツ
出

身
の
巨
匠
ブ
ル
ー
ノ
・
ワ
ル
タ
ー
は
か
つ
て
「
こ

こ
で
初
め
て
指
揮
し
た
と
き
の
圧
倒
的
な
印
象
は

今
も
当
時
と
変
わ
ら
ぬ
姿
で
す
。
オ
ペ
ラ
の
ほ
か
、

オ
ペ
レ
ッ
タ
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど
年
間
3
0
0

公
演
が
行
わ
れ
、
ウ
ィ
ー
ン
国
立
バ
レ
エ
団
の
本

拠
地
の
ひ
と
つ
で
も
あ
り
ま
す
。
毎
年
お
正
月
に

は
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ォ
ル
ク
ス
オ
ー
パ
ー
交
響
楽
団

が
来
日
し
、
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
で
本
場
の

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
を
披
露
し
ま
す
。

　

旅
人
に
と
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
の
楽
し
み

方
が
あ
り
ま
す
。
今
は
簡
単
に
ウ
ェ
ブ
で
、
楽
友

協
会
や
国
立
歌
劇
場
、
フ
ォ
ル
ク
ス
オ
ー
パ
ー
な

ど
の
チ
ケ
ッ
ト
を
事
前
に
予
約
も
で
き
ま
す
が
、

ウ
ィ
ー
ン
の
街
角
に
は
ウ
ィ
ー
ン
市
観
光
局
が
発

決
し
て
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
音
楽
が
、
こ
れ
ほ
ど

美
し
い
も
の
で
あ
り
う
る
と
は
、
今
ま
で
ま
っ
た

く
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
楽
友
協
会
に
は
大
ホ
ー
ル
以
外
に
も
、

室
内
楽
の
ホ
ー
ル
や
資
料
室
、
ピ
ア
ノ
メ
ー
カ
ー

の
ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
も
あ

り
ま
す
。

　

リ
ン
グ
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ
沿
道
に
は
美
術
館
な
ど

も
含
め
歴
史
的
文
化
施
設
も
並
び
、
い
ま
も
変
わ

ら
ぬ
趣
あ
る
姿
を
見
せ
て
い
ま
す
。

行
す
る
「
コ
ン
サ
ー
ト
案
内
」
が
置
か
れ
て
い
ま

す
。
毎
日
ど
こ
か
し
ら
で
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ

て
い
る
の
で
、
街
に
着
い
た
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

　

音
楽
の
都
に
集
っ
た
音
楽
家
た
ち
の
足
跡
を
た

ど
っ
て
み
る
の
も
ウ
ィ
ー
ン
な
ら
で
は
。
た
と
え

ば
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
ハ
ウ
ス
は
1
7
8
4
年
か
ら

1
7
8
7
年
ま
で
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
住
ん
で
い
た

家
で
、
オ
ペ
ラ
『
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
』
は
こ
の
家

で
作
曲
さ
れ
ま
し
た
。
ハ
イ
ド
ン
や
若
き
日
の

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
も
こ
こ
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

秋
は
ワ
イ
ン
の
新
酒
の
季
節
。
ホ
イ
リ
ゲ
と
よ

ば
れ
る
居
酒
屋
で
も
、
店
に
よ
っ
て
は
音
楽
の
生

演
奏
が
あ
り
ま
す
。
陽
気
な
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
奏

で
る
ポ
ル
カ
や
民
謡
で
古
き
よ
き
ウ
ィ
ー
ン
の

ム
ー
ド
を
楽
し
む
の
も
お
す
す
め
で
す
。

右上／楽友協会のメンバーでもあったヨハネス・ブラームス。
下／現在のウィーン楽友協会。

夜はいっそう華やかなリングシュトラーセ。
©Österreich Werbung / Julius Silver

ライトアップされたウィーン国立歌劇場。
Photos by Keisuke Irie

上／ウィーン・フォルクスオーパーの外観。
下／そのロビーはシンプルながらエレガント。

ホイリゲでワインと音楽を。
©WienTourismus/Peter Rigaud

情報提供：オーストリア政府観光局

セ
（
大
通
り
）
」
が
建
設
さ
れ
る
と
、
そ
の
沿
線

に
は
ウ
ィ
ー
ン
市
庁
舎
な
ど
と
と
も
に
、
芸
術
を

楽
し
む
施
設
が
立
ち
並
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
ひ
と
つ
が
、
ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌
劇
場
。
今
も

多
く
の
オ
ペ
ラ
や
バ
レ
エ
が
上
演
さ
れ
、
世
界
中

か
ら
1
シ
ー
ズ
ン
に
60
万
人
を
超
え

る
観
客
を
迎
え
ま
す
。

　

ま
た
１
８
７
０
年
、
ウ
ィ
ー
ン
楽

友
協
会
が
竣
工
し
ま
し
た
。
そ
の
当

時
に
は
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
も
楽
友
協
会

の
メ
ン
バ
ー
に
名
を
連
ね
、
指
揮
を

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

オ
ペ
ラ
と
い
え
ば
、
格
式
を
誇
る
ウ
ィ
ー
ン
国

立
歌
劇
場
だ
け
で
な
く
、
ま
さ
に
市
民
の
た
め
の

オ
ペ
ラ
劇
場
、ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ォ
ル
ク
ス
オ
ー
パ
ー

も
人
気
で
す
。
や
は
り
19
世
紀
末
に
建
て
ら
れ
、

リ
ン
グ
大
通
り
、
そ
し
て
劇
場
や

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
の
誕
生

ウ
ィ
ー
ン
の
音
楽
の

楽
し
み
方
は
さ
ま
ざ
ま
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今
年
も
、
音
楽
の
都
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
、
ウ
ィ
ー

ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
が
来
日
し
ま

す
。
日
本
オ
ー
ス
ト
リ
ア
友
好
1
5
0
周
年
、
サ

ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
で
の
『
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー 

ウ
ィ
ー
ク 

イ
ン 
ジ
ャ
パ
ン
』
が
始

ま
っ
て
20
年
目
と
な
る
記
念
の
年
。
ど
ん
な
コ
ン

サ
ー
ト
に
な
る
の
か
、
楽
団
長
の
ダ
ニ
エ
ル
・
フ

ロ
シ
ャ
ウ
ア
ー
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

 

「
今
年
は
、
私
た
ち
と
最
も
緊
密
な
関
係
に
あ
る

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
テ
ィ
ー
レ
マ
ン
と
、
若
く
し

て
ウ
ィ
ー
ン
で
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
い
る
ア
ン
ド

レ
ス
・
オ
ロ
ス
コ
＝
エ
ス
ト
ラ
ー
ダ
、
ふ
た
り
の

指
揮
者
と
演
奏
し
ま
す
。
な
ん
と
言
っ
て
も
特
別

な
の
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。
今
年
、
ウ
ィ
ー
ン
楽
友
協
会
で
の

　

ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
の
本
拠
地
、
ウ
ィ
ー
ン
楽

友
協
会
に
は
、
音
楽
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
資
料
を

体
系
的
に
収
集
し
た
資
料
室
「
ウ
ィ
ー
ン
楽
友
協

会
ア
ル
ヒ
ー
フ
・
図
書
館
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
膨
大
な
資
料
の
中
か
ら
、
19
世

紀
末
か
ら
の
1
5
0
年
間
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
日

本
の
音
楽
を
通
じ
た
交
流
を
示
す
貴
重
な
資
料
を

展
示
す
る
の
が
、『
音
楽
の
あ
る
展
覧
会
』
で
す
。

　

ブ
ラ
ー
ム
ス
や
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
、
リ
ス
ト
、
ヨ

ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
、
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
シ
ュ
ト

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
を
指
揮
し
た

テ
ィ
ー
レ
マ
ン
と
、
そ
の
時
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中

心
に
と
っ
て
お
き
の
作
品
を
選
ん
で
演
奏
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
ウ
ィ
ー
ン
ら
し
い
シ
ュ
ト
ラ
ウ

ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
ワ
ル
ツ
で
、
幸
せ
な
気
分
に

な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
。
私
た
ち
は
本
当
に
日
本

が
大
好
き
な
の
で
す
。
日
本
の
皆
さ
ん
は
、
芸
術

に
対
す
る
理
解
や
美
的
感
覚
に
優
れ
て
い
て
、
私

た
ち
が
演
奏
す
る
曲
の
こ
と
も
よ
く
知
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
の
二
千

人
の
お
客
様
の
素
晴
ら
し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
、

私
た
ち
も
ベ
ス
ト
な
演
奏
を
し
な
け
れ
ば
！
と
い

う
気
持
ち
に
い
つ
も
な
り
ま
す
。
特
別
な
も
の
が

伝
わ
っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
、
私
が
な
ぜ
音
楽
家

に
な
っ
た
の
か
が
わ
か
る
最
高
の
瞬
間
で
す
」

各
地
で
大
流
行
し
た
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
（
日
本
趣

味
）
は
、
音
楽
界
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
し
た
。
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
遺
品
の
中
に
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
発
売
さ
れ
た
日
本
の
楽
譜
集
な
ど
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
彼
が
日
本
の
旋
律
に
興
味
を
持
っ

た
こ
と
が
う
か
が
い
知
れ
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、

そ
の
頃
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡
り
ウ
ィ
ー
ン
で
演
奏

会
を
開
い
た
日
本
の
音
楽
家
や
、
楽
友
協
会
を
訪

れ
た
文
化
人
た
ち
の
記
録
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
０
０
年
以
上
前
に
ウ
ィ
ー
ン
の
人
た
ち
が
聴
い

た
か
も
し
れ
な
い
日
本
の
音
楽
に
想
像
を
巡
ら
せ

な
が
ら
、
新
し
い
発
見
に
出
会
え
る
展
覧
会
で
す
。

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
で

ウ
ィ
ー
ン
の
音
楽
に
ひ
た
る
11
月

音
楽
の
あ
る
展
覧
会

守屋多々志作『ウィーンに
六段の調（ブラームスと戸
田伯爵極子夫人）』（大垣
市守屋多々志美術館蔵）。
ブラームスは当時このよう
に、日本の音楽を聴く機会
があったという史実に基づ
き1992年に描かれた屏風
です。左は、ブラームスの
遺品の楽譜『Rokudan』。

特別写真展『素顔の
ウィーン・フィル』より。
約80点の作品を展
示します。

本拠地ウィーン楽友協会の大ホール（1870 年完成）にて、ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団。 ©Terry Linke

ウィーン・フィル楽団長のダニエル・フロ
シャウアー氏（昨年のウィーン・フィルハー
モニー ウィーク イン ジャパンにて）。

会
場
で
は
ウ
ィ
ー
ン
フ
ィ
ル
・
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

同
時
開
催
の
特
別
写
真
展
「
素
顔
の
ウ
ィ
ー

ン
・
フ
ィ
ル
」
で
は
、
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
が
来

日
す
る
た
び
に
、
舞
台
裏
で
彼
ら
の
お
茶
目
な
素

顔
を
撮
り
続
け
て
き
た
市
川
勝
弘
カ
メ
ラ
マ
ン
の
、

秘
蔵
写
真
を
公
開
。
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
を
、
よ

り
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

彼
ら
の
来
日
時
期
に
合
わ
せ
て
、

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
近
く
の
ホ
テ
ル

オ
ー
ク
ラ
東
京 
別
館
で
、日
本
オ
ー

ス
ト
リ
ア
友
好
１
５
０
周
年
を
記
念

し
た
『
音
楽
の
あ
る
展
覧
会
』
も
開

催
さ
れ
ま
す
。
例
年
以
上
に
ス
ペ

シ
ャ
ル
な
、
ウ
ィ
ー
ン
気
分
溢
れ
る

11
月
に
な
り
そ
う
で
す
。　

ラ
ウ
ス
ら
偉
大
な
作
曲
家

た
ち
が
生
き
た
19
世
紀
末

の
ウ
ィ
ー
ン
。
万
国
博
覧

会
を
機
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

　

１
５
０
年
前
の
ウ
ィ
ー
ン
の
「
生
き
た
音
楽

史
」
を
、
日
本
の
皆
様
に
ご
紹
介
し
ま
す
。
音

楽
史
上
と
て
も
重
要
な
作
曲
家
た
ち
が
活
躍
し
、

音
楽
の
都
ウ
ィ
ー
ン
の
象
徴
で
も
あ
る
国
立
歌

劇
場
、
楽
友
協
会
が
建
設
さ
れ
た
時
代
で
す
。

そ
し
て
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
流
行
に
つ
い
て
。

19
世
紀
後
半
の
日
本
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
芸
術

活
動
に
与
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
、
絵
画
や

楽
譜
な
ど
を
通
じ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
展
示
す

る
の
は
す
べ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
す
。
ブ
ラ
ー
ム

ス
、
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
、
フ
ー
ゴ
ー
・
ヴ
ォ
ル
フ
、

ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
、リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
シ
ュ

ト
ラ
ウ
ス
の
自
筆
譜
は
、
日
本
初
公
開
で
す
。

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
日
本
が
音
楽
を
通
じ
て
今

日
ま
で
続
く
親
密
な
関
係
を
築
い
て
き
た
こ
と
、

そ
し
て
、
ウ
ィ
ー
ン
の
音
楽
史
に
お
い
て
重
要

な
作
曲
家
達
を
生
み
出
し
た
偉
大
な
時
代
を

知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

『
音
楽
の
あ
る
展
覧
会
』を
監
修
し
た

オ
ッ
ト
ー・ビ
ー
バ
博
士（
ウ
ィ
ー
ン
楽
友
協
会

ア
ル
ヒ
ー
フ・図
書
館・コ
レ
ク
ション
室
長
）と
、

イ
ン
グ
リ
ッ
ド・フ
ッ
ク
ス
博
士（
同
副
室
長
）か
ら

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
ま
し
た
。

親日家としても
知られる
ビーバ博士（上）と
フックス博士。
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　サントリーホールは、大のクラシック音楽ファンであったサントリーグループ２代目
社長・佐治敬三（1919～1999）の長年の夢として、1986年秋に誕生しました。
 「クラシック音楽を本当の意味で日本人の生活文化として根付かせたい」
　その熱い想いが、世界の第一線で活躍する音楽家や、音楽を愛し文化芸術を大切に思
う国内外の様々な人々の心を動かし、“東京初のコンサート専用ホール”の歴史が始まっ
たのです。
　サントリーホール開館34年目を迎えるこの秋、佐治敬三の生誕100年を記念した展示
を行います。創設者、佐治敬三の「夢」がどのように膨らみ、多くの人々に伝播していっ
たのか。選りすぐりの写真や音楽家たちからの言葉を通じて、「世界一美しい響き」を
巡る人間ドラマをお楽しみいただきます。今もサントリーホール に息づく「夢」を音楽
を愛する皆様と分かち合い、未来への「夢」につなげていくための場がここにあります。

展示は、大ホール 1階正面に常設さ
れている「佐治敬三プレート」が起
点になります。１階、２階の各壁面に、
写真パネルや佐治敬三が描いた油絵、
音楽家たちからのメッセージなどを展
示します。コンサート前後のひとときに、
お楽しみください。
※大ホール公演ご来場者が対象です。
　一般公開の日時は、HPなどでご
　案内予定です。

11月1日（金）～30日（土） サントリーホール 大ホール１階、２階壁面

1986 年 10月、
サントリーホールの
開館セレモニーで
オルガンのA音を鳴らす
佐治敬三。

サントリー芸術財団50周年記念
サントリーホール創設者・佐治敬三 生誕100年記念展示

 夢大きく
音楽のある展覧会
ウィーン楽友協会アルヒーフ展
「19世紀末ウィーンとニッポン」

特別写真展「素顔のウィーン・フィル」
～日本オーストリア友好150周年記念～

11月2日（土）～ 17日（日）
10:00～18:30(最終入場18:00)
ホテルオークラ東京 別館 
地下２階 アスコットホール
※11月12日は一般観覧なし、
　11月16日は17:30閉館（最終入場17:00）
前売券800円／当日券1,000円

会期中のイベント
ウィーンフィル・メンバーによる
ギャラリーコンサート
11月12日（火）ギャラリーコンサートDAY
13:00～14:00
16:00～17:00
19:00～20:00
※展覧会観覧可能時間は、いずれも開演前の１時間

11月16日（土）クロージングコンサート
19:00～20:00（18:30開場）
※展覧会観覧可能時間は、公演終了後の1時間　

入場料：各回につき4,000円
（展覧会観覧券含む。自由席・定員80名）

展示資料楽譜の作品による
ミニコンサート
11月５日、６日、８日、11日、
13日、14日、15日
各日とも15:00～（約20分）
無料

オットー・ビーバ博士らによるギャラリー
トークを、11月2日、3日、4日、9日、10日
の13:00～（各回約60分）、別館地下

２階 トパーズにて開催予定
（各回につき500円）。
展覧会詳細はサントリー
ホールHPをご覧ください。

The Okura Tokyo
新しく生まれ変わったThe Okura Tokyoで
エレガントな時間を

　50年以上日本を代表するホテルのひとつとして国内外の賓客を迎え
てきたホテルオークラ東京 本館が、この秋、あらたにThe Okura 
Tokyoとしてグランドオープンしました。サントリーホールからは歩
いて5分という絶好の場所。コンサートの前、あるいは後にゆっくりく
つろげるレストランやバーが登場しています。
　なかでも東京を一望するバーラウンジ『スターライト』は「日常に
生まれるもうひとつの旅」をテーマに41階のトップフロアに誕生した、
眼下に東京のパノラマを
望む、今までにないスペー
スです。３つのゾーンに
分かれており、スタンディ
ングスペースがある『The 
Bar』、くつろげる『The 
Lounge』、食事も楽しめ
る『The Chef ’s Table』、
どのスペースもコンサー
ト後にも楽しめます。

The Okura Tokyo
東京都港区虎ノ門 2-10-4
電話： 03-3582-0111
https://theokuratokyo.jp

バーラウンジ『スターライト』
時間：11：30～ 24：00
電話：03-3505-6075

ホテルオークラ東京
別館

カラヤン広場

歩行用デッキ

六本木通り
首都高速 至 飯倉至 溜池

ス
ペ
イ
ン
坂桜

坂

ANA
インター
コンチネンタル
ホテル東京

サントリー
ホール

アーク森ビル

東京メトロ
溜池山王駅
13番出口

3番出口

中央改札
東京メトロ
六本木
一丁目駅

ロビー階でつながる
「オークラ プレステージタワー」と
「オークラ ヘリテージウイング」。

スターライトで
素晴らしい
眺めとともに
至福の一杯を。
400本近くを
貯蔵する
ワインセラー
もある。

売切

世界的指揮者、
故ヘルベルト・フォン・
カラヤンと佐治敬三。
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さ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
緊
張
は
特
に

し
な
か
っ
た
か
な
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
人
た

ち
に
私
の
演
奏
を
見
せ
て
や
ろ
う
な
ん
て
、

生
意
気
に
も
挑
む
気
持
ち
で
し
た
」

　

し
か
し
当
時
は
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
な
る
と

は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

 

「
長
野
に
住
ん
で
い
た
頃
は
ス
キ
ー
ば
か
り

し
て
い
ま
し
た
し
、
そ
の
後
も
水
泳
、
サ
ッ

カ
ー
、
塾
に
も
行
っ
て
い
て
。
そ
の
な
か
で

ピ
ア
ノ
だ
け
が
残
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

　

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
に
は
、
10
歳
の
頃
か

ら
よ
く
来
て
い
ま
し
た
。
母
に
連
れ
ら
れ
て
。

で
も
２
時
間
座
っ
て
い
る
の
が
つ
ら
く
て
、

寝
ち
ゃ
っ
た
り
し
て
。
な
ん
て
も
っ
た
い
な

い
こ
と
を
し
た
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
」

　

と
言
い
な
が
ら
も
、
ペ
ラ
イ
ア
、
シ
フ
、

内
田
光
子
…
…
世
界
的
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
演
奏

と
の
出
会
い
を
生
き
生
き
と
語
り
ま
す
。

　

好
き
な
音
楽
が
で
き
る
音
楽
高
校
へ
進
み
、

東
京
音
楽
大
学
へ
。
18
歳
の
時
に
「
軽
い
気

持
ち
で
」ク
ラ
ラ
・
ハ
ス
キ
ル
国
際
ピ
ア
ノ
・

コ
ン
ク
ー
ル
に
挑
戦
し
ま
す
。

　
す
べ
て
の
音
に
意
味
が
あ
る

 

「
面
白
い
も
の
で
、
す
べ
て
が
繋
が
る
ん
で

す
よ
ね
」

　

そ
の
初
め
て
の
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場

す
る
た
め
、
ス
イ
ス
を
訪
れ
た
時
の
こ
と
。

 

「
偉
大
な
山
、
透
き
通
る
よ
う
な
湖
…
…
あ

あ
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
で
音
楽
が
生
ま
れ
る

ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
」

　

そ
し
て
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
庭
に
置

い
て
あ
っ
た
の
が
、
19
世
紀
に
一
世
を
風
靡

し
た
フ
ラ
ン
ス
の
ピ
ア
ノ
、
プ
レ
イ
エ
ル
。

 

「
こ
の
ピ
ア
ノ
で
練
習
で
き
る
な
ん
て
運
命

だ
と
思
い
ま
し
た
。
シ
ョ
パ
ン
が
使
っ
て
い

た
楽
器
で
す
し
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
弾
く
曲
も

19
世
紀
ま
で
の
作
品
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
」

　

見
事
、〝
運
命
的
に
〞
優
勝
。
こ
の
こ
と
が
、

今
回
の
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
国
際
コ
ン
ク
ー

ル
の
結
果
に
も
繋
が
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　

高
校
で
の
３
年
間
は
毎
夏
、
シ
ョ
パ
ン
国

際
音
楽
祭
に
招
待
さ
れ
、
シ
ョ
パ
ン
の
祖
国

ポ
ー
ラ
ン
ド
で
演
奏
し
た
そ
う
で
す
。

 

「
シ
ョ
パ
ン
の
主
要
な
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
大

体
弾
き
ま
し
た
。協
奏
曲
だ
け
、ま
だ
な
ん
で

す
。
そ
の
協
奏
曲
第
１
番
を
、
来
年
3
月
に

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
で
弾
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
す（『
と
っ
て
お
き 

ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
』＊
）」

　

そ
し
て
、「
シ
ョ
パ
ン
は
私
に
合
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
」
と
ニ
コ
リ
。

 

「
私
の
味
を
音
色
に
し
や
す
い
と
い
う
か
、

一
工
夫
す
る
こ
と
で
自
在
に
音
色
を
変
え
ら

れ
る
の
で
す
。
弾
い
て
い
て
幸
せ
で
す
」

　

常
に
「
き
れ
い
な
音
、
音
が
魅
力
的
で
あ

る
こ
と
」
を
大
切
に
し
て
い
る
、
藤
田
真
央

さ
ん
な
ら
で
は
の
音
色
で
す
。

 

「
作
曲
家
は
、
い
ら
な
い
音
な
ん
て
書
か
な

い
で
す
も
の
ね
。
す
べ
て
の
音
に
意
味
が
あ

り
ま
す
。
楽
譜
を
見
て
い
る
と
、
作
曲
家
そ

れ
ぞ
れ
の
人
間
性
が
表
れ
て
い
る
の
で
、
本

当
に
面
白
い
で
す
よ
」

　

演
奏
中
は
、
次
は
ど
う
い
う
ふ
う
な
音
を

出
そ
う
と
い
う
こ
と
だ
け
を
考
え
て
い
る
そ

う
で
す
。
完
成
形
を
つ
く
ら
ず
、
同
じ
曲
で

も
毎
回
違
う
発
見
を
し
な
が
ら
、
自
分
の
音

を
追
求
し
続
け
る
。
そ
ん
な
ピ
ュ
ア
な
若
き

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
演
奏
を
、
ぜ
ひ
生
で
体
験
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
心
奪
わ
れ
ま
す
。

Hibiki Special Interview

 Mao Fujita

藤田真央（ふじた まお）
1998年東京都生まれ。2010年、全日本学生音楽コンクール（小学
校の部）第１位、世界クラシック ピアノ・コンクール（ジュニア部門）優
勝など、小学生の頃から国内外で受賞を重ねる。2016年、故中村紘子
が審査員を務めた浜松国際ピアノアカデミーコンクール第１位、2017年、
第27回クララ・ハスキル国際ピアノ・コンクール優勝。併せて「青年批

評家賞」「聴衆賞」「現代曲賞」の特別賞を受賞。2019年6月、第
16回チャイコフスキー国際コンクール ピアノ部門第2位受賞。今秋に公
開される映画『蜜蜂と遠雷』で、風間塵役の演奏を担当。現在、特別
特待奨学生として東京音楽大学３年に在学。＊2020年3月18日（水）、
日本フィル＆サントリーホール『とっておき アフタヌーン Vol.12』にて、ショ
パン「ピアノ協奏曲第１番」を広上淳一指揮で演奏予定。

ピ
ア
ノ
、
好
き
で
す
！

　

誰
も
が
緊
張
で
ガ
チ
ガ
チ
に
な
る
よ
う
な
、

世
界
的
コ
ン
ク
ー
ル
の
本
選
審
査
だ
と
い
う

の
に
、
な
ん
と
も
楽
し
そ
う
に
ピ
ア
ノ
を
奏

で
る
、
20
歳
の
藤
田
真
央
さ
ん
。
そ
の
音
色

に
会
場
中
が
引
き
込
ま
れ
、
演
奏
後
は
ブ
ラ

ヴ
ォ
ー
の
声
が
湧
き
あ
が
っ
た
と
い
い
ま
す
。

今
年
６
月
に
モ
ス
ク
ワ
で
行
わ
れ
た
チ
ャ
イ

コ
フ
ス
キ
ー
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
、
ピ
ア
ノ
部

門
第
２
位
の
快
挙
で
す
。

　

こ
の
秋
に
は
、
国
際
ピ
ア
ノ
・
コ
ン
ク
ー

ル
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
人
間
ド
ラ
マ
を
描
い

た
小
説
『
蜜
蜂
と
遠
雷
』
の
映
画
化
で
、
破

格
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
風
間
塵
の
演
奏
を
担
当
、

先
駆
け
て
Ｃ
Ｄ
も
発
売
さ
れ
た
ば
か
り
で
す
。

 

「
ピ
ア
ノ
が
好
き
で
す
。
ピ
ア
ノ
が
あ
っ
て

よ
か
っ
た
と
心
底
思
い
ま
す
」

　

さ
ら
り
と
語
る
真
央
さ
ん
は
、
３
歳
で
ピ

ア
ノ
を
弾
き
始
め
、
12
歳
の
時
に
は
す
で
に
、

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー
ジ

藤
田
真
央
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

自
分
の
音
色
を
追
求
し
続
け
ま
す

に
デ
ビ
ュ
ー
し
て
い
ま
し
た
。『
こ
ど
も
定

期
演
奏
会
』
の
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
、
東
京
交

響
楽
団
と
協
奏
曲
を
演
奏
し
た
の
で
す
。

 

「
指
揮
の
大
友
直
人
さ
ん
が
と
て
も
紳
士
で
、

小
学
生
の
私
が
、
こ
う
い
う
風
に
弾
き
た
い

な
ん
て
言
う
の
を
、
き
ち
ん
と
聞
い
て
く
だ

第16回チャイコフスキー国際コンクールにて　©Evgeny Evtyukhov
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12月22日（日）  16:00開演（15:20開場）　大ホール

11月28日（木）  19:00開演（18:00開場 18:20～プレコンサート・トーク）　大ホール

11月5日（火）  19:00開演（18:20開場）　大ホール

11月11日（月）  19:00開演（18:20開場）　大ホール

11月15日（金）  19:00開演（18:20開場）　大ホール

11月13日（水）  19:00開演（18:20開場）　大ホール

11月12日（火）  19:00開始（18:30開場）　ブルーローズ（小ホール）

バッハ・コレギウム・ジャパンが贈る珠玉のキャロルに、トランペットとオルガンが華を添える
クリスマスコンサート。今年、建築界の栄誉あるふたつの賞を受賞したサントリーホールで、
クリスマス直前の休日、豊かな響きを心ゆくまでお楽しみください。

ふたりの日本人作曲家に新作を委嘱、公演をプロデュースしてもらう「作曲家
の個展Ⅱ」。ヨーロッパの音楽シーンの最前線で活躍する細川俊夫と望月京が、
それぞれ注目するソリストを招聘し、新作を披露します。

17回目を迎える「ウィーン・フィルハーモニー ウィーク イン ジャパン」。今
年は日本オーストリア友好150周年を記念し、ウィーンの楽友協会で行わ
れたニューイヤー・コンサート2019の演目をベースとし、同じクリスティアン・
ティーレマンの指揮でお届けする特別プログラムで幕開け。交響曲は
ウィーン縁の作曲家ブルックナー作品を。若き俊英アンドレス・オロスコ = エス
トラーダとイェフィム・ブロンフマンのピアノによる協奏曲もお楽しみください。

ウィーン・フィルのメンバーから直接演奏技術を学べる貴重な場。受
講生を公募し、一般の方にも聴講していただいています（日本語通
訳付）。1999年から継続しているこのマスタークラスは、今回のテュー
バですべての楽器を網羅、のべ100名以上が受講したことになります。

サントリーホールのクリスマス 2019  
with バッハ・コレギウム・ジャパン
～サントリーホール BELCA賞&日本建築学会賞 受賞記念～

～サントリー芸術財団50周年記念～
サントリーホール 作曲家の個展Ⅱ 2019
細川俊夫＆望月 京

オルガン：鈴木優人　トランペット：ギ・フェルべ　
指揮：鈴木雅明　合唱：バッハ・コレギウム・ジャパン
クリスマス・キャロル（鈴木優人 編曲）　
きよしこの夜／まきびとひつじを／神の御子は今宵しも／もろびとこぞりて　ほか

オルガン：クリスチャン・シュミット　打楽器：イサオ・ナカムラ　指揮：杉山洋一　管弦楽：東京都交響楽団
細川俊夫 『抱擁―光と影―』オルガンとオーケストラのための（2016～17）
望月 京『むすび』オーケストラのための（2010）
細川俊夫 オーケストラのための『渦』（2019）［サントリーホール委嘱作品］世界初演
望月 京『オルド・アプ・カオ』打楽器とオーケストラのための（2019）［サントリーホール委嘱作品］世界初演

ダカン 『オルガンのための新ノエル集』より
ダンドリュー（ギ・フェルベ 編曲） 『マリアの愛のためにノエルを』　ほか

指揮： クリスティアン・ティーレマン
ヨハン・シュトラウスⅡ世 オペラ『騎士パーズマーン』作品441 より チャールダーシュ
エドゥアルト・シュトラウス ポルカ・フランセーズ『オペラ座の夜会』作品162
ヨーゼフ・シュトラウス ワルツ『天体の音楽』作品235　ほか

指揮： クリスティアン・ティーレマン
ブルックナー 交響曲第8番 ハ短調 WAB 108(ハース版)

指揮： クリスティアン・ティーレマン
リヒャルト・シュトラウス 『ティル・オイレンシュピーゲルの愉快ないたずら』作品28
ヨハン・シュトラウスⅡ世 オペレッタ『こうもり』序曲
リヒャルト・シュトラウス オペラ『ばらの騎士』作品59 組曲　ほか

指揮： アンドレス・オロスコ = エストラーダ
ラフマニノフ ピアノ協奏曲第3番 ニ短調 作品30（ピアノ： イェフィム・ブロンフマン）
ストラヴィンスキー バレエ音楽『春の祭典』

ウィーン・フィルハーモニー ウィーク イン ジャパン 2019 オープニング
日本オーストリア友好150周年記念スペシャル・プログラム
～サントリー芸術財団50周年記念～

講師： パウル・ハルヴァックス（ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団ソロ・テューバ奏者）

【チケット料金】Ｓ 37,000円　Ａ 32,000円　Ｂ 27,000円　
Ｃ 22,000円　Ｄ 17,000円

※ご好評につきサントリーホール公演はいずれも完売していますが、
　10月6日（日）10:00 ～ 二次発売（関係者席の開放等）を予定しています。詳細はHPをご覧ください。【聴講料】自由 1,000円

【チケット料金】S 6,000円　A 4,000円　Ｓ席ペア券 11,000円（限定40組）　
The Okura Tokyoランチ＆スイーツブッフェ付き Ｓ席 15,000円（税・サ込）
（サントリーホール×The Okura Tokyo のスペシャル・コラボレーション）

【チケット料金】S 4,000円　A 3,000円　B 2,000円　学生 1,000円

世界最高峰の豊麗な響きを、巨匠と俊英、ふたりの指揮で

バッハ・コレギウム・ジャパンによるクリスマス・キャロルの傑作選

最前線で活躍するふたりの作曲家の世界観

クリスティアン・ティーレマン ©Roman Zach-Kiesling

アンドレス・オロスコ =
エストラーダ ©Werner Kmetitsch

イェフィム・ブロンフマン
 ©Dario Acosta

望月 京 ©Y.Petit

鈴木雅明
 ©Marco Borggreve

鈴木優人
 ©Marco Borggreve

ギ・フェルベ
 

細川俊夫 ©Kaz Ishikawa

2018年のマスタークラスの様子

ウィーン・フィル奏者による
マスタークラス 〈テューバ〉

ウィーン・フィルハーモニー ウィーク イン ジャパン 2019
クリスティアン・ティーレマン／アンドレス・オロスコ =  エストラーダ 指揮
ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団 ～日本オーストリア友好150周年記念～

＜他都市公演＞
11月6日（水） 川崎／ミューザ川崎シンフォニーホール
 (問） 044-520-0200
11月7日（木） 名古屋／愛知県芸術劇場コンサートホール
 (問） 中京テレビ事業 052-588-4477
11月10日（日） 大阪／フェスティバルホール (問） 06-6231-2221

このマークのつい
た公演は、未来を
担うこどもたちや若
きプロフェッショナ

ルな音楽家たちに向けたサント
リーホールの活動「ENJOY!  
MUSIC プログラム」の一環と
して開催します。音楽に出会う
よろこびの場、音楽を創るよろ
こびの場、そして、より開かれ
たホールをめざし、様 な々取り
組みを行っています。

バッハ・コレギウム・
ジャパン（ＢＣＪ）
バッハの宗教作品を中心
としたバロック音楽の理想
的な上演を目指し、鈴木
雅明氏によって結成され
たオーケストラと合唱団。

コンサート案内
 2019年11月～2020年1月

Concert Information

 ©Terry Linke
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サントリーホール ニューイヤー・ファミリークラシック 2020
ウィーン・フォルクスオーパー交響楽団

サントリーホール クリスマスコンサート 2019 

バッハ・コレギウム・ジャパン『メサイア』

サントリーホール ジルヴェスター・コンサート 2019 - 2020
ウィーン・フォルクスオーパー交響楽団

指揮：鈴木雅明　
合唱・管弦楽：バッハ・コレギウム・ジャパン　
ソプラノ：ジョアン・ラン　
アルト（メゾ・ソプラノ）：オリヴィア・フェアミューレン
テノール：セイル・キム　
バス（バリトン）：ロデリック・ウィリアムズ
ヘンデル オラトリオ『メサイア』HWV 56

ソプラノ：シピーウェ・マッケンジー　テノール：ミロスラフ･ドヴォルスキー　
指揮&ヴァイオリン：オーラ･ルードナー
管弦楽：ウィーン・フォルクスオーパー交響楽団　
バレエ：バレエ・アンサンブルSVOウィーン
レハール オペレッタ『微笑みの国』より
「私たちの心にだれが恋を沈めたのか」
ヨハン・シュトラウスⅡ世 『常動曲：音楽の冗談』     ほか

【チケット料金】
Ｓ 10,000円　Ａ 8,500円　Ｂ 7,000円　
P 4,500円　学生 1,000円
The Okura Tokyoライトディナー付き Ｓ席  22,000円（税・サ込）
（サントリーホール×The Okura Tokyo のスペシャル・コラボレーション）

【チケット料金】Ｓ 12,000円　Ａ 10,000円　Ｂ 8,000円　C 6,000円

19回目となる冬の極上の風物詩

サントリーホール ニューイヤー・コンサート 2020
ウィーン・フォルクスオーパー交響楽団

2020年 1月1日（水・祝） 2日（木） 3日（金）
14:00開演（13:00開場） 大ホール

2020年 1月6日（月）　14:00開演（13:00開場）　大ホール

12月23日（月）  18:30開演（17:50開場）　大ホール

音楽の都ウィーンの香りをお届けする、サントリーホールのお正月の定番。ウィーン市民に愛されるオペレッタの殿堂フォルクスオー
パー（国民歌劇場）の専属オーケストラが、ワルツやオペレッタの名曲の数 を々、華やかにロマンティックに奏でます。30年間続く
人気公演に、2020年は特別プログラム「ファミリークラシック」も加わりました。お子様と一緒に家族でお楽しみいただけます。

ソプラノ：シピーウェ・マッケンジー　テノール：ミロスラフ･ドヴォルスキー　
指揮&ヴァイオリン：オーラ･ルードナー　管弦楽：ウィーン・フォルクスオーパー交響楽団
バレエ：バレエ・アンサンブルSVOウィーン
ドヴォルジャーク 『スラブ舞曲集』第2集 より 第9番 ロ長調 作品72-1
カールマン オペレッタ『チャールダーシュの女王』より「ハイヤ、ハイヤ、私の故郷は山の中」

ほか

ソプラノ：シピーウェ・マッケンジー　テノール：ミロスラフ･ドヴォルスキー　
指揮：オーラ･ルードナー　管弦楽：ウィーン・フォルクスオーパー交響楽団
バレエ：バレエ・アンサンブルSVOウィーン　ゲスト：佐々木三夏バレエ・アカデミー
ヨハン・シュトラウスⅡ世『トリッチ・トラッチ・ポルカ』作品214 
レハール オペレッタ『メリー・ウィドウ』より「ときめく心に唇は黙し」    ほか

シピーウェ・マッケンジー

オーラ・ルードナー

 

テーマは「恋する、ウィーン」。華やかでロマンティックなひとときを

ウィーンの心躍る舞踏曲、オペレッタで年越し

サントリーホールでは2001年より毎年開催している、バッハ・コレギウム・ジャパン（BCJ）恒例の『メサイア』全曲演奏会。
キリストの生涯を描く壮大な作品を、世界最高峰のアンサンブルと荘厳な合唱、美しいアリアで。

毎年恒例の大晦日コンサート。ウィーン・フォルクスオーパー交響楽団が奏でるワルツやポルカに、美しいバレエも加わり、華や
かな舞台をお届けします。舞台と客席が一体となる優雅な年越し。カウントダウンはサントリーホールで!

ミロスラフ・ドヴォルスキー

【チケット料金】Ｓ 11,000円　Ａ 9,000円　Ｂ 7,000円　C 5,000円

【チケット料金】
全席指定（6歳以上購入可）※2020年3月31日までに満6歳になるお子様を含む
『親子ペアシート』（１階席1～5列目までの指定席ｘ2席） 8,000円　※6歳～18歳のお子様1人と、その保護者対象
『ファミリーセット３』（指定席ｘ3席） 9,000円　『ファミリーセット４』（指定席ｘ4席） 12,000円
『ファミリーセット５』（指定席ｘ5席） 15,000円　『ソロ・チケット』（指定席ｘ1席） 4,000円

＜他都市公演＞
1月 5 日  （日） 
大阪／フェスティバルホール
(問） 06-6231-2221

1月10日 （金） 
岐阜／サラマンカホール
(問）058-277-1110

1月11日 （土） 
愛知／愛知県芸術劇場
(問）東海テレビチケットセンター
052-951-9104

コンサート案内
 2019年11月～2020年1月

Concert Information

12月31日（火） 
22:00開演（21:00開場）～0:20終演予定　大ホール
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充実したHibikiをお届けしてゆくために、ぜひみなさ
まのご意見をお聞かせください。アンケートにお答え
くださった方に特集でご紹介したウィーンにちなんだ
プレゼントを差し上げます。サントリーホールホーム
ページ http://suntory.jp/HALL/ の応募フォームに、
アンケートのお答え、お名前・ご住
所等をご記入のうえ、ぜひご応募く
ださい。
〆切は、10月25日（金）、当選者の
発表は11月初旬のプレゼントの発
送をもって代えさせていただきます。

Ａ 日墺友好150周年記念
　 オーストリア政府観光局
　 オリジナルトートバッグ（5名様）

B ウィーン・フィルの公開リハーサルご招待
   11月11日（月）12:00開始（5組10名様）

※0570で始まるこの電話番号は、国際電話および一部のIP電話・プリペイド方式の携帯電話からはご利用できません。
　ご利用いただけない場合は、03-3584-4402へお電話ください。

【チケットセンター窓口】10：00～18：00 ※18時以降の公演がある場合は開演時刻まで営業／休館日・年末年始は休業

先行発売がご利用いただける「サントリーホール・メンバーズ・クラブ」、
公演情報、チケットのご購入など詳細は、
サントリーホールホームページをご覧いただくか、
サントリーホールチケットセンターにお問い合わせください。

（10：00～18：00）オペレーターが対応いたします（休館日・年末年始は休業）

サントリーホール
ホームページへは

こちらから

サントリーホール
情報誌
『Hibiki』Vol.9

2019年10月1日発行
発行責任者 ● 折井雅子
編集発行 ● サントリーホール
〒107-8403 東京都港区赤坂1-13-1
TEL. 03-3505-1001（代表）

企画編集 ● サントリーホール／
  　 株式会社スケープス／  内海陽子
デザイン ● 中澤睦夫（SAKU CORPORATE DESIGN）

表紙絵 ● 五味太郎
印刷製本 ● 共同印刷

サントリーホールディングス
株式会社は公益財団法人
サントリー芸術財団のすべ
ての活動を応援しています。

オーストリアの各都市の魅力が描かれた
オリジナルのおしゃれなトートバックです。

プレゼント

＜表紙のことば＞
ときどき、目的のない旅行に出
ることがあります。ここはどんな
街なのだろうと味わいながら歩
き、偶然出会った劇場にふらり
と入って音楽を聴く。そんな流
れが、僕は好きです。さすがヨー
ロッパは街が音楽に慣れてい
る。たぶん歴史なのでしょう。音
楽も街に慣れている。こちらも
構えずに気楽に楽しむことがで
きます。初めてのウィーンも、ちょ
うどそんな感じでしたね。
 五味太郎

サントリーホール情報誌
『Hibiki』

サントリーホールは1986年
に東京初のコンサート専用
ホールとして“世界一美しい
響き”をコンセプトに誕生しま
した。これからもサントリー
ホールの響きを、より多くの
方々にお届けしたい―そん
な想いを込めて、情報誌
『Hibiki』を発行しています。
表紙絵は、絵本作家・五
味太郎氏による描き下ろし
です。

応募フォームは
こちらから

今秋も来日公演が話題のウィーン・フィルハーモニー管弦楽団。
本番前の公開リハーサルにご招待いたします。


